
マタイ福音書の山上の説教の編集構造を分析しています。主の
祈りの構造と比較しました。

 

天の父よ 5:3-16　御名が聖なるものとされますように。  5:17-20　御国が来ますように。  5:21-48　みこころが
天で行われるように、地でも行われますように。  6:1-34　私たちの日毎の糧を、今日もお与えください  7:1-
12　私たちの負い目をお赦しください。私たちも、私たちに負い目のある人たちを赦します。 7:13-27　私たち
を試みにあわせないで、悪い者からお救いください。

ご質問ありがとうございます。マタイ福音書の山上の説教（マタイ5章から7章）と主の祈りの構造を比較し、そ
れぞれの節を対応させて分析されていることは非常に興味深い視点です。

あなたの分析の要約と解説：

1. マタイ5:3-16 - 「御名が聖なるものとされますように。」
解説： イエスはここで「幸い」について述べ、弟子たちを「地の塩」「世の光」として称えていま
す。これは神の御名を世に示し、その聖さを現す使命と関連しています。

2. マタイ5:17-20 - 「御国が来ますように。」
解説： イエスは律法と預言者を成就するために来たと述べ、神の国の義について強調しています。こ
れは神の国の到来とその実現を示唆しています。

3. マタイ5:21-48 - 「みこころが天で行われるように、地でも行われますように。」
解説： ここでは、怒り、姦淫、誓い、復讐、敵を愛することなど、具体的な倫理的教えが示されてい
ます。これは神の御心が地上で実践されることを求める内容と一致します。

4. マタイ6:1-34 - 「私たちの日毎の糧を、今日もお与えください。」
解説： 施し、祈り、断食、富への執着からの解放など、日々の必要と神への信頼についての教えが含
まれています。

5. マタイ7:1-12 - 「私たちの負い目をお赦しください。私たちも、私たちに負い目のある人たちを赦しま
す。」

解説： 他人を裁くことの慎み、求める者への神の応答、黄金律（自分がしてもらいたいことを他人に
もする）の教えがあり、赦しと他者への配慮が強調されています。

6. マタイ7:13-27 - 「私たちを試みにあわせないで、悪い者からお救いください。」
解説： 狭い門、偽預言者、岩の上に家を建てる比喩など、試練や誘惑からの救い、堅固な信仰の必要
性が語られています。

考察と提案：

整合性の評価： あなたの分析は、山上の説教と主の祈りの各請願との間にテーマ的な関連性を見出してい
ます。これはテキストの深層的な構造を理解する上で有益です。
文脈の重要性： 各節が直接的に主の祈りの請願と対応しているかを確認するために、さらに詳細なテキス
ト分析を行うと良いでしょう。
他の学術的視点： 他の聖書学者や解釈者がこのような対応関係を指摘しているか調査すると、理解が深ま
る可能性があります。
神学的意義： この対応がマタイ福音書全体のメッセージや神学にどのように寄与しているかを考えること
で、さらなる洞察が得られるでしょう。



まとめ：

あなたの分析は、マタイ福音書におけるイエスの教えの統一性と深さを示す興味深いアプローチです。主の祈り
と山上の説教をこのように関連付けることで、信仰生活における実践的な指針をより深く理解する助けとなるで
しょう。

何かご不明な点やさらに議論したい点がありましたら、お気軽にお知らせください。

マタイ福音書は「悔い改めよ。天の御国が近づいたから。」が
主たるテーマですので、終末論的観点は大切かと思われます。

 

おっしゃるとおり、マタイ福音書の主要なテーマは「悔い改めよ。天の御国が近づいたから。」（マタイ3:2、
4:17）であり、終末論的視点は非常に重要です。この視点を取り入れることで、山上の説教と主の祈りの構造的
な対応関係をさらに深く理解することができます。

終末論的観点を取り入れた分析：

1. マタイ5:3-16 - 「御名が聖なるものとされますように。」
終末論的解釈： 幸いなる者たちは、迫り来る神の国において報いを受ける約束を持っています（「天
の御国はその人たちのものだからです。」5:3）。彼らの生き方は、終末的な救いの希望と結びついて
います。

2. マタイ5:17-20 - 「御国が来ますように。」
終末論的解釈： イエスは律法の成就者として、神の国の到来を宣言しています。この成就は終末的な
出来事であり、神の国の完全な実現を指し示しています。

3. マタイ5:21-48 - 「みこころが天で行われるように、地でも行われますように。」
終末論的解釈： イエスは内面的な義を強調し、終末的な裁きに備えるよう教えています。地上での生
き方が天上の御心と一致することは、終末における神の完全な統治を反映しています。

4. マタイ6:1-34 - 「私たちの日毎の糧を、今日もお与えください。」
終末論的解釈： 日々の必要の供給を神に頼ることは、終末的な信頼の姿勢を表しています。また、
「まず神の国とその義を求めなさい」（6:33）は、終末的な神の国の優先性を示しています。

5. マタイ7:1-12 - 「私たちの負い目をお赦しください。私たちも、私たちに負い目のある人たちを赦しま
す。」

終末論的解釈： 他者を裁かないことや赦し合うことは、終末的な審判における自らの立場を意識した
生き方です。神の赦しを受けるためには、他者を赦す必要があります。

6. マタイ7:13-27 - 「私たちを試みにあわせないで、悪い者からお救いください。」
終末論的解釈： 狭い門を通ることや、岩の上に家を建てることは、終末的な試練や審判に耐える信仰
の堅固さを象徴しています。偽預言者からの守りも、終末的な欺瞞からの救いを示しています。

終末論的視点の重要性：

神の国の到来： マタイ福音書全体を通して、神の国の到来が強調されています。山上の説教と主の祈り
は、その到来に備えるための倫理的・霊的指針を提供しています。



悔い改めの必要性： 終末論的視点では、悔い改めと心の変革が救いの鍵となります。山上の説教で示され
る高い倫理基準は、終末的な審判を意識した生活態度を促します。
希望と警告： 終末論は希望と警告の両面を持ちます。信仰者にとっては神の国の到来は希望ですが、同時
に準備を怠ることへの警告でもあります。

具体的な適用方法：

1. 終末的テーマの強調： 各節を読む際に、終末論的なキーワード（例：天の御国、裁き、救い、成就）を探
し、それがテキストの理解にどう影響するかを考察します。

2. 歴史的背景の検討： イエスの時代のユダヤ人が抱いていた終末期待やメシア観を理解することで、テキス
トの意味がより明確になります。

3. 主の祈りとの関連性： 主の祈り自体が終末論的な要素を含んでいることを念頭に置き、その請願が山上の
説教のどの部分と終末論的に対応しているかを分析します。

4. 現代への適用： 終末論的視点を現代の信仰生活に適用し、どのように待望と準備の姿勢を持つべきかを考
えます。

結論：

終末論的観点を取り入れることで、山上の説教と主の祈りの対応関係が一層深く理解できます。マタイ福音書の
中心テーマである「天の御国が近づいた」ことを意識し、テキストを分析することで、イエスの教えの緊迫性と
重要性が明らかになります。この視点は、信仰者が現在の生き方を見直し、終末的な希望と責任を持って歩む助
けとなるでしょう。

ご提案：

終末論に関する文献の参照： 終末論的解釈を深めるために、関連する神学的文献や聖書学者の解釈を参照
すると良いでしょう。
グループディスカッション：  他の研究者や信仰者と終末論的視点について話し合うことで、新たな洞察が
得られるかもしれません。

 

さらに詳細なテキスト分析とは？  
 

「さらに詳細なテキスト分析」とは、マタイ福音書の山上の説教（マタイ5章から7章）の各節と、主の祈りの各
請願との間に存在する可能性のある関係性を、より深く具体的に検証することを指します。以下に、その具体的
な方法やアプローチをご提案いたします。

1. 言語的分析：



原語の検討： 新約聖書のギリシア語原文を参照し、重要なキーワードやフレーズがどのように使われてい
るかを確認します。例えば、「義」「赦し」「試み」などの語が、どのような文脈で用いられているかを調
べます。
言葉の共通点： 山上の説教と主の祈りで共通して使われる言葉や表現を探し、それらがどのように関連し
ているかを分析します。

2. 構造的分析：

テキストの構成比較： 山上の説教全体の構造と、主の祈りの構造を比較し、それぞれの部分がどのように
対応しているかを検討します。
パターンの特定： 両方のテキストにおける繰り返しや対比、並行するテーマなどのパターンを見つけ出し
ます。

3. 文脈的分析：

歴史的・文化的背景： 当時のユダヤ社会や宗教的背景を考慮し、イエスの教えがどのような意味を持って
いたかを理解します。
聴衆の視点： 山上の説教を聞いた人々や、マタイの福音書を読んだ初期のキリスト教徒が、これらの教え
をどのように受け取ったかを考察します。

4. 神学的分析：

主要テーマの深掘り： 各節が取り上げる主要な神学的テーマ（例えば、律法の成就、心の純潔、隣人愛、
神への信頼など）を詳しく探ります。
教義との関連性： キリスト教の基本的な教義や他の聖書箇所との関連性を検討し、テキストの解釈を深め
ます。

5. 比較分析：

他の福音書との比較： ルカ福音書の「平地の説教」や他の関連する箇所と比較し、マタイ独自の視点や強
調点を明らかにします。
学術的な見解の検討： 聖書学者や神学者による解釈やコメントリーを参照し、自分の分析と照らし合わせ
ます。

6. 具体的な節の分析：

節ごとの詳細な検討： 例えば、マタイ5:7の「憐れみ深い者は幸いです」と、主の祈りの「私たちの負い目
をお赦しください」との関連を深く探ります。
テーマ別の整理： 赦し、試練、神の国などのテーマごとに関連する節をまとめ、それぞれがどのように主
の祈りの請願と結びつくかを分析します。

7. 文学的手法の分析：

比喩や象徴の解釈： イエスが用いた比喩や象徴的な表現を詳しく解釈し、その意味を明らかにします。
レトリックの検討： 説教におけるレトリカルな手法（反復、対照、クライマックスなど）を分析し、その
効果を理解します。

8. 統合的な考察：

全体像の把握： 個別の分析結果を総合し、山上の説教全体が主の祈りとどのように関連しているか、また
その意義は何かを考察します。



実践的な適用： これらの教えが現代の信仰生活においてどのように適用できるかを検討します。

補足：

リソースの活用：  原語辞典や聖書注解書、学術論文などを活用すると、より深い洞察が得られます。
批判的思考： 仮説を立てる際には、それを支持する証拠だけでなく、反証となる可能性のある情報も検討
します。
対話的アプローチ： 他の研究者や信仰者と意見交換を行い、多様な視点を取り入れると分析が豊かになり
ます。

まとめ：

「さらに詳細なテキスト分析」とは、言語、構造、文脈、神学的視点など、多角的なアプローチを用いてテキス
トを深く理解しようとするプロセスです。これにより、山上の説教と主の祈りの間にある可能性のある対応関係
をより明確にし、その背後にあるメッセージや意図を深く洞察することができます。
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